
  
～ 今週の言葉 ～ 

「 宝は心にあり 」 

～上杉謙信 （戦国武将）～ 
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ゴールド金賞は一人一人の心に… 
明日は、いよいよ「菊竹祭」当日を迎えます。 

今週、25日(月)と 27日(水)にリハーサルを行いました。生徒たちは入学式以来、集会や儀式等を教室でリモートで行ってきた

からでしょうか、はじめは落ち着いて座っていることも大変でした。そこで、心構えを説き、礼法については何度も練習しました。 

また、飛び入りゲストの三年生に合唱を披露していただきました。その歌声に圧倒されながらも、おおいに刺激を受け、その後の

練習にはだいぶ熱が入ったように感じます。 

ここ数日の生徒たちの様子を眺めていると、「一生懸命な姿は美しい」と感じます。クラスのため、学年のため、仲間のために一生

懸命になれる自分に出会えたこと…それが何より、この菊竹祭の成果だったのではないでしょうか。 

たとえば、合唱は、コンクールと銘打っていますので、賞がつきます。しかし、誰もが自分のこれまでの頑張りに、また、仲間の健闘

に「輝く金賞」を贈ることができること…これが一番の目標であるように思います。 

「ゴールド金賞は一人一人の心に輝く！！」 保護者の皆様、明日は生徒たちの輝く姿を楽しみにお越しください。 

 

生徒の皆さんへ ～ 明日に向けて ～ 

その① リハーサル講評より  講評 ： 小野先生 

文化祭は、「祭」と書く。「祭」は楽しむことが大事である。では、「楽しさとは何か？」 

中学校の行事において、楽しいということは、ただ面白おかしいということではない。 

「みんなで一生懸命取り組むことこそが楽しいのだ」ということを感じてほしい。 

そして、もう一つ、「文化祭の主役は君たち一人一人である。」 

主役をしっかりと演じなければならない。あるときは歌で、あるときはダンスで、あるときは聴衆として…。 

全員が、この二点を意識して取り組み、おおいに盛り上がることを期待している。 

  

その② テーマ曲 「群青」 歌詞より 

何枚でも ほら何枚でも 自信がないから描いてきたんだよ 

何回でも ほら何回でも 積み上げてきたことが武器になる 

周りを見たって 誰と比べたって ぼくにしかできないことは何だ 

今でも自信なんかない それでも  

 

感じたことない気持ち 知らずにいた想い  

あの日踏み出して 初めて感じたこの痛みも全部 

好きなものと向き合うことで 触れたまだ小さな光 

大丈夫、行こう、あとは楽しむだけだ 

 

１日(月) 「菊竹祭」繰替休業日 ４日(木) 15:50下校 

２日(火)    15:5０下校 ５日(金) 諸会費集金日                  14:50下校 

３日(水) 文化の日  11月に入ります。今年もあと2ヶ月 …… 早いものですね。 
 

 

来週の予定 

明日(30日)の連絡 

～日程～ 

・１・２校時 … 菊竹祭 

・３・４校時 … 学活 

          菊竹祭の反省等 

・５校時 ……… 総合学習 

          まとめ活動 

・６校時 ……… 学活 

         期末テスト計画 

～持参物～ 

 弁当、筆記用具、色鉛筆、自学、 

 自分ﾛｸﾞ、総合まとめに必要なもの 

 今日はぐっすりおやすみください。 


